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歳入 歳出

市では、年2回、財政状況の公表を
行っています。今回は、令和元年度
決算および令和2年度上半期の状況
についてお知らせします。
� 問い合わせ　財政課（内線415）戸田市の財政事情

令和2年9月30日現在

限られた財源を各事業に有効に配分し、経費全般について削減を図りながら、
計画的かつ効率的な予算執行に努め、次のとおりになりました。

歳出の主な使い道

財政指標

（地方公共団体の基本的・全般的な経費を経理する会計のこと）〈 一般会計 〉

※収入額には一般会計からの繰入金も含まれています

会計 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険 1 1 6億 353万3千円 108億3,950万9千円 106億 7,733万5千円
市民医療センター 8億9,790万6千円 8億6,240万8千円 8億 1 ,529万9千円
交通災害共済事業 7 1 9万5千円 63 1万0千円 339万9千円
海外留学奨学事業 1 ,022万6千円 805万7千円 605万2千円
火災共済事業 299万3千円 1 92万 1千円 1 92万0千円
新曽第一土地区画整理事業 1 4億5,387万7千円 1 4億 1 ,706万7千円 1 2億9,727万9千円
新曽第二土地区画整理事業 1 4億4,852万8千円 8億8,744万8千円 5億2,323万0千円
介護保険 66億9,490万8千円 66億8,467万 1千円 65億9,857万7千円
後期高齢者医療 1 1億 7,709万7千円 1 1億5,503万8千円 1 1億3,086万0千円
在宅介護支援事業 1億 843万7千円 1億 895万5千円 8,983万9千円
合計 234億 470万0千円 2 1 9億 7, 1 38万4千円 2 1 1億4,379万0千円

〈 特別会計 〉

歳入（収入済額）
582億3,055万238円

（前年度比 12.1％増）

収入率（収入済額÷予算額）98.2％

歳出（支出済額）
545億3,747万2,281円

（前年度比 10.2％増）

執行率（支出済額÷予算額）91 .9％

令和元年度決算

民生費
生活保護扶助費　
40億5,836万4千円
高齢者福祉事業など
21億7,635万 7千円
民間保育所事業
42億 1,7 1 9万 1千円
こども医療費支給事業
7億 1,019万 9千円

総務費
コミュニティバス
運行事業
1億350万9千円
防犯対策事業
9,348万5千円
土木費
道路・橋りょう
整備事業
4億870万0千円
河川整備
4億4,7 15万5千円
公園整備・緑化対策
8億540万9千円

教育費
小・中学校費
38億2,684万7千円
学校給食事業
12億4,184万5千円
衛生費
ごみ・し尿処理事業
15億 1 ,329万6千円 令和元年度決算で算出し

た財政指標は、❶、❷は
黒字、❸、❹は基準値を
下回っており、いずれも「健
全段階」にあります。

市民一人当たりに換算すると…
令和元年度一般会計決算額を市民一人当たりに
換算した場合、次のようになります。

令和2年4月 1日現在
人口　14万645人（昨年度 13万9,770人）

市民一人当たりの公共サービスにかかるお金

見守り防犯カメラ整備業務
783万3千円

彩湖・道満グリーンパーク園内土砂清掃等業務
1億 1 ,835万2千円

予算額

593億
1,919万1,291円

38万7,767円（昨年度35万3,983円）

市民一人当たりの負担
（市税）

2 1万6 1 5円
（昨年度20万3,994円）

国・県からの支出金収入や
競艇事業収益配分金
などの税以外の収入

17万 7,1 5 2円
（昨年度 14万9,989円）

その他の歳入（1 1 .4%） 66億6,836万8千円

県支出金（5.0%） 29億 858万9千円
繰越金（4.3%） 24億8,436万2千円

繰入金（4.2%） 24億4,732万5千円
諸収入（3.5%） 20億 1 ,023万8千円

地方消費税交付金（4.2%） 24億6,933万3千円

国庫支出金（16.5%） 96億2,036万9千円
決められた目的に使うお金として、国から交付されるもの

市税（50.9%）296億2, 1 96万5千円
市が市民に直接課税する税金。市民税（個人・法人）、固定
資産税、都市計画税、軽自動車税、たばこ税など

その他の歳出（1 .6%） 8億 1,049万2千円
諸支出費（2.5%） 1 3億5,046万5千円

総務費（10.9%） 59億6,087万6千円
土木費（8.7%） 47億6,609万6千円
衛生費（5.9%） 32億 383万0千円
公債費（5.7%） 3 1億 36万9千円
消防費（4.6%） 25億3,597万6千円

教育費（16.2%） 88億5,98 1万9千円
教育委員会費、小・中学校、社会教育などの経費

民生費（43.9%）239億4,954万9千円
住民の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するのに
必要な経費。社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉、
生活保護など

※端数処理の関係で各項目の合計と上記の歳入（収入済額）は一致しません
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市では、年2回、財政状況の公表を
行っています。今回は、令和元年度
決算および令和2年度上半期の状況
についてお知らせします。
� 問い合わせ　財政課（内線415）

限られた財源を各事業に有効に配分し、経費全般について削減を図りながら、
計画的かつ効率的な予算執行に努め、次のとおりになりました。

4つの財政指標 戸田市の
財政指標

早期健全化基準
（戸田市）

❶実質赤字比率
普通会計に相当する一般会計および
特別会計の赤字の程度を示し、資金
繰りの深刻度を示す指標

―（黒字） 1 1 .83%

❷連結実質赤字比率 水道事業など、市のすべての会計の
資金繰りの深刻度を示す指標 ―（黒字） 16.83%

❸実質公債費比率
一般会計などが負担する借入金返済
額を指標化したもの。この比率が高い
と各年度の財政運営が厳しくなる。

6.1% 25.0%

❹将来負担比率
市の借入金など、財政負担の残高を
指標化したもの。この比率が高いほど、
将来的な財政負担が大きくなる。

20.3% 350.0%

財政指標

※収入額には一般会計からの繰入金も含まれています

会計 予算現額 収入済額 支出済額
国民健康保険 1 1 6億 353万3千円 108億3,950万9千円 106億 7,733万5千円
市民医療センター 8億9,790万6千円 8億6,240万8千円 8億 1 ,529万9千円
交通災害共済事業 7 1 9万5千円 63 1万0千円 339万9千円
海外留学奨学事業 1 ,022万6千円 805万7千円 605万2千円
火災共済事業 299万3千円 1 92万 1千円 1 92万0千円
新曽第一土地区画整理事業 1 4億5,387万7千円 1 4億 1 ,706万7千円 1 2億9,727万9千円
新曽第二土地区画整理事業 1 4億4,852万8千円 8億8,744万8千円 5億2,323万0千円
介護保険 66億9,490万8千円 66億8,467万 1千円 65億9,857万7千円
後期高齢者医療 1 1億 7,709万7千円 1 1億5,503万8千円 1 1億3,086万0千円
在宅介護支援事業 1億 843万7千円 1億 895万5千円 8,983万9千円
合計 234億 470万0千円 2 1 9億 7, 1 38万4千円 2 1 1億4,379万0千円

（国民健康保険や市民医療センターなど特定の事業のための経費を、一般会計とは別に経理する会計のこと）〈 特別会計 〉

545億3,747万2,281円
（前年度比 10.2％増）

執行率（支出済額÷予算額）91 .9％

教育費
小・中学校費
38億2,684万7千円
学校給食事業
12億4,184万5千円
衛生費
ごみ・し尿処理事業
15億 1 ,329万6千円 令和元年度決算で算出し

た財政指標は、❶、❷は
黒字、❸、❹は基準値を
下回っており、いずれも「健
全段階」にあります。

子どもの安全対策の一環とし
て、通学路を中心とした不審者
や事件事故多発地点に「見守り
防犯カメラ」を設置し、犯罪の
未然防止や事故の早期解決を
図ります。令和元年度は、モデ
ル事業として美女木小学校区
内に20台のカメラを設置しま
した。

消防車両更新計画に基づき、35ｍ級はしご付消防自動
車オーバーホール修繕のほか、高規格救急自動車（救急
3号車）の更新を行いました。市民の安全な暮らしを守
るため、消防体制の強化を図っています。

見守り防犯カメラ整備業務
783万3千円

消防車両の整備事業
6,606万2千円

令和元年の台風第 19号の際に冠水した彩
湖・道満グリーンパークについて、土砂や泥
の撤去、園内の清掃、設備の修繕などの復
旧業務を実施しました。現在は復旧業務が
完了し、全面開放しています。復旧には国庫
支出金のほか、クラウドファンディングによ
る寄附金を活用しました。

彩湖・道満グリーンパーク園内土砂清掃等業務
1億 1 ,835万2千円

大規模災害時の避難所の
停電対策として、小・中
学校の屋内運動場への非
常用発電機の整備を進め
ています。令和元年度は、
小学校6校への整備が完
了しました。

小・中学校屋内運動場非常用発電機設置工事
3,544万6千円

8億 1,049万2千円
1 3億5,046万5千円

59億6,087万6千円
47億6,609万6千円
32億 383万0千円
3 1億 36万9千円
25億3,597万6千円

88億5,98 1万9千円
教育委員会費、小・中学校、社会教育などの経費

239億4,954万9千円
住民の一定水準の生活と安定した社会生活を保障するのに
必要な経費。社会福祉、身体障害者、高齢者、児童福祉、
生活保護など

令和元年度に行われた事業の一例
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令和2年度上半期　上下水道事業会計財政事情
（令和2年9月30日現在）

令和元年度　戸田市土地開発公社の決算

　 令和2年度9月末現在　 市民一人当たり 
一般会計 228億 2,880万8千円 16万2,187円 
特
別
会
計

市民医療センター 9億 9,507万 1千円 7,069円

新曽第一、第二土地
区画整理事業 14億   980万3千円 1万     16円

合　計 252億 3,368万2千円 17万9,272円
※ 市民一人当たりの額は、市債残高を令和2年 10月 1日現在の人口 14万756
人で割った金額です

　 令和2年9月末現在 令和2年3月末現在
財政調整基金 36億 23万 2千円 6 1億4,203万8千円
都市開発基金 9億8,644万0千円 1 1億4,606万0千円
公共施設等整備基金 62億5,8 1 2万5千円 62億5,8 1 2万5千円
防災減災基金 8億円 10億円

主な基金の現在高 
基金は、特定の目的のために資金を積み立てたり、定額の資金を運用したりする
ために設置されるもので、主な基金の残高は次のとおりです。

財産を維持し、資金を積み立てるために設置された基金

　 令和2年9月末現在 令和2年3月末現在
まちづくり土地開発基金 26億 2,497万2千円 26億 2,49 1万9千円

定額の資金を運用するために設置された基金

項目 合計額
水道事業 資産（現金・水道施設など） 1 9 1億8,889万9千円

借入金残高（企業債） 35億6,883万8千円
下水道事業 資産（現金・下水道施設など） 226億8, 1 20万6千円

借入金残高（企業債） 88億6,666万 2千円

資産の部
1 . 流動資産 45億5,041万6千円
（ 1）現金および預金 1億 8 16万6千円
（2）公有用地 44億4,225万0千円

2. 固定資産 2 1万2千円
（ 1）有形固定資産 15万2千円
　 ・車両運搬具 10万9千円
　 ・器具および備品 4万3千円
（2）投資その他の資産 6万0千円
　 ・出資金 6万0千円

資産合計 45億5,062万8千円

負債および資本合計 45億5,062万8千円

負債の部
1 . 流動負債 22億 964万8千円
（ 1）未払金 9万6千円
（2）短期借入金 22億 955万2千円

2. 固定負債 22億3,269万8千円
（ 1）長期借入金 22億3,269万8千円

負債合計 44億4,234万6千円
資本の部

1 . 資本金 500万0千円
（ 1）基本財産 500万0千円

2. 準備金 1億 328万2千円
（ 1）前期繰越準備金 1億 143万4千円
（2）当期純利益 1 84万8千円

資本合計 1億 828万2千円

資産および借入金残高

令和元年度　賃借対照表
（令和2年3月3 1日現在）

1 . 事業収益 4億 15万0千円
（ 1）公有地取得事業収益 3億9,699万4千円
（2）附帯等事業収益 3 15万6千円

2. 事業原価 3億9,699万4千円
（ 1）公有地取得事業原価 3億9,699万4千円
（2）附帯等事業原価 0千円

事業総利益 3 15万6千円
3. 販売費および一般管理費 1 3 1万9千円
事業利益 1 83万 7千円
4. 事業外収益 514万3千円
（ 1）受取利息 8千円
（2）受取配当金 2千円
（3）雑収益 513万3千円

5. 事業外費用 513万2千円
（ 1）支払利息 513万2千円

経常利益 1 84万8千円
6. 特別損失 0千円
（ 1）固定資産売却損 0千円

当期純利益 1 84万8千円

令和元年度　損益計算書
（平成3 1年4月1日～令和2年3月3 1日）

※ 資本的収支執行額の不足額は、水道料金および下水道使用料収入で生じ
た利益の積立金などで補てんされます

区分 執行額 執行率
水道事業 収入 10億 2,550万3千円 41 .8％

支出 6億3,342万5千円 25.4％
下水道事業 収入 9億5,94 1万6千円 35.2％

支出 3億9,034万0千円 14.9％

収益的収入および支出

区 分 執行額 執行率
水道事業 収入 7 ,694万6千円 1 3. 1％

支出 3億 2,937万9千円 22.3％
下水道事業 収入 1億9,674万0千円 16.3％

支出 5億 2,526万8千円 28. 1％

資本的収入および支出

上下水道事業は、皆さんから支払われた水道料金および下水道使用料をもと
に、事業運営に必要な経費をまかなう「独立採算制」を原則に経営を行ってい
ます。 問い合わせ　上下水道経営課　☎229-4606

令和2年度上半期の状況
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、さまざまな
支援策を実施するとともに、感染予防策を講じながら事
業を継続しています。これに加え、社会保障関係経費が
高い水準で推移していることなどにより、厳しい財政状況
となっています。市では、国や県からの支出金収入や積立
基金などの財源を活用し、経費の節減を図りながら効率
的に事業を実施するよう努めています。

市有地… 128万6,786.9 1㎡
建物…… 29万521 .37㎡
各種基金など…156億656万6千円

市の財産（令和2年9月30日現在）

歳入歳出執行状況（令和2年9月30日現在）

※収入率：収入済額÷予算額　　　執行率：支出済額÷予算額

区分 予算現額 収入率 執行率
一般会計 767億4,293万8千円 56.9% 45.7%

特
別
会
計

国民健康保険 105億6, 1 22万4千円 48.0% 45.6%
市民医療センター 8億6,274万 1千円 57.2% 39.5%
交通災害共済事業 559万0千円 134.5% 20.9%
海外留学奨学事業 1 ,3 1 1万8千円 15.3% 7.3%
火災共済事業 278万3千円 46.4% 0.5%
新曽第一土地区画整理事業 1 7億2,2 1 1万8千円 32.0% 26.5%
新曽第二土地区画整理事業 1 7億2, 73 1万5千円 25.7% 22.2%
介護保険 70億7 ,280万 7千円 43.6% 39.2% 
後期高齢者医療 1 2億5,4 1 3万0千円 33.6% 25.8%
在宅介護支援事業 9, 1 46万2千円 59.2% 43.1%
特別会計合計 233億 1 ,328万8千円 43.4% 39.2% 

合計 1 ,000億5,622万6千円 53.8% 44.2%

市債残高 市債は、長期間使用する公共施設を整備するた
め、長期にわたり借り入れる資金です。資金を長期的に借り入
れることで、世代間の財政負担の公平性を図り、計画的な施
設の整備を行うことが可能になります。

市民の皆さんが利用する施設の魅力をさらに高め、効率よく運営を行うため、「指定管理者制度」を導入しています。
今回は、その制度の概要や具体的な取り組みについて紹介します。　問い合わせ　資産経営室（内線422）

「指定管理者制度」の活用で
施設がさらに魅力的に！

施設の利用者に声掛けをして、毎
朝、ラジオ体操を実施。興味を
持った地域住民の参加も増えて
います。体操後は、あいパル内
のカフェなどで地域住民の交流が生まれ、
施設利用者の増加にもつながりました。

あいパルのラジオ体操

一部では「指定管理者制度」っていうのを導入して、

今までにないサービスを提供しているみたいよ。
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H 297 × W 210 mm

UAWT004-007A_NB_敏_CC2018.indd   6 2020/11/21   10:16


